




























要約:母子保健に関する事業が、保健所、市町村などによって、それぞれの地域に応じた工

夫を加られ、進められている。効率的な母子保健活動を進めるためには、これらの事業が、

どのような流れをもち、また職種や機関がどのような役割分担をとるべきかを明らかにす

る必要がある。一方、母子保健については、ほぼ体系化され、全国的に同様な流れで事業

が行われていることも予想される。 

今回、5保健所の管内 19市町村における母子保健活動全体の流れや、その中での事業の進

め方のしくみ、保健所、市町村の役割、職種の役割を検討した。 

母子保健全体の流れについて、市町村によって違いがみられ、そのことは、母性や児の受

けるチェックや教育の時期が市町村によって異なっていることを意味しており、効果の最

も上がるしくみを検討する必要性が示唆された。また、3～4か月健診と 3歳児健診につい

て、健診当日までの作業と健診当日の作業とにかかわる職種の割合としては、保健婦の従

事する割合が最も高かった。作業への従事割合を、保健所、市町村別にみると、3 歳児健

診の当日以外は市町村職員の従事する割合が高く、保健婦のみをみた場合も同じ傾向であ

った。 


